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■
文
化
功
労
賞

山
口 
豊  
泉 （

ほ
う 
せ
ん 

定  
次 
）〈
水
墨
画
／
大

て
い 

じ

東
町
／　

歳
〉

７８

　

昭
和　

年
に
安
美
展
で
グ
リ
ー

６３

ン
リ
ボ
ン
賞
を
受
賞
し
、
平
成
７

年
に
は
公
募
展
近
代
日
本
水
墨
画

展
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
平
成　

年
に
豊
泉
水
墨

１１

画
会
を
立
ち
上
げ
、
翌
年
に
は
、

市
内
７
か
所
の
公
民
館
で
開
か
れ

て
い
た
水
墨
画
教
室
を
一
つ
に
ま

と
め
た
墨
泉
会
を
設
立
、
主
宰
す

る
。

　

自
身
の
画
風
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
安
城
文
化
協
会
理
事
と
し

て
会
の
運
営
・
発
展
に
寄
与
し
後

輩
の
指
導
・
育
成
に
果
た
し
て
い

る
功
績
は
多
大
で
あ
る
。

■
文
化
協
会
賞（
個
人
）

大
参 
弘 〈
会
運
営
／
赤
松
町
／　

歳
〉

ひ
ろ
し

６７

西
村
し
げ
ひ
ろ（
茂
裕
）〈
洋
画
／

篠
目
町
／　

歳
〉

６１

■
文
化
奨
励
賞

神
谷 
恒  
行 〈
日
本
画
／
安
城
町
／

つ
ね 
ゆ
き

　

歳
〉

５５岩
井 
剛 〈
洋
画
／
箕
輪
町
／　

歳
〉

た
け
し

６３

犬
塚 
玉 

ぎ
ょ
く 
陽 （

よ
う
 
梨  
恵 
）〈
書
／
幡
豆
郡

り 

え

吉
良
町
／　

歳
〉

４８

田
中 
好  
光 〈
陶
芸
／
住
吉
町
／　

歳
〉

よ
し 
み
つ

６４

白
谷 
隆  
子 〈
箏
曲
／
城
南
町
／　

歳
〉

た
か 

こ

４６

■
文
化
振
興
賞

田
中 
恵  
美  
子 〈
書
／
今
池
町
／　

歳
〉

え 

み 

こ

７１

江
崎 
緑 〈
洋
画
／
明
治
本
町
／　

歳
〉

み
ど
り

８０

稲
垣 
俊  
雄 〈
陶
芸
／
浜
屋
町
／　

歳
〉

と
し 

お

９１

稲
垣
修
   
〈
山
野
草
／
山
崎
町
／　

歳
〉

お
さ
む

７４

問
い
合
わ
せ
▼

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（�
〈　

〉１
１
５
１
）

７５

（
同
）、稲
垣 
奏  
恵 （
桜
井
中
）、長
谷

か
な 

え

部 
将  
康 （
同
）、藤
岡 
茉  
衣 （
篠
目

ま
さ 
や
す 

ま 

い

中
）、蟹
江 
大  
成 （
同
）、渡
邊 
麻  
理 

た
い 
せ
い 

ま 

り

 
乃 （
安
祥
中
）、 角  
倉  
慎  
弥 （
同
）、阿

の 

す
み 
く
ら 
し
ん 

や

部 
竜  
也 （
同
）

た
つ 

や
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�
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�

　
　
　
　
　
　
　
　�
�
�
�
�
�

■
特
選（
３
点
）

 
附  
柴  
清  
佳 （
安
城
南
中
）、山
田 
正 

つ
け 
し
ば 
さ
や 

か 

ま
さ

 
樹 （
東
山
中
）、外
山 
達  
也 （
篠
目
中
）

き 

た
つ 

や

■
入
選（　

点
）

１７

岡
田 
嵩  
史 （
安
城
南
中
）、鈴
木

た
け 

し

 
和 

な
ご
み

（
同
）、田
中
ち
ひ
ろ（
明
祥
中
）、中

田 
早  
耶 （
安
城
西
中
）、山
田 
美  
貴 

さ 

や 

み 

き

（
同
）、山
田 
有  
紀 （
同
）、田
中 
瑞  
姫 

ゆ 

き 

み
ず 

き

（
桜
井
中
）、林 
由  
希  
絵 （
同
）、足
立

ゆ 

き 

え

 
大  
起 （
東
山
中
）、太
田 
奈  
緒 （
同
）、

だ
い 

き 

な 

お

中
尾 　
  
麻 （
同
）、井
上 
暁  
喜 （
同
）、

ゆ
う 

ま 

あ
き 
よ
し

高
津 
太  
一 （
同
）、辻

た 

い
ち

村 
朱  
音 （
篠
目
中
）、

あ
か 

ね

綾 
真  
都 （
安
祥
中
）、

ま
こ 

と

渥
美 
直  
也 （
同
）、成

な
お 

や

瀬 
哲 （
同
）

て
つ

■
佳
作（　

点
）

２０

 
富  
板  
佑  
香 （
安
城
南

と
み 
い
た 

ゆ 

か

中
）、丸
井
あ
り
さ

（
同
）、稲
垣 
香  
歩 

か 

ほ

（
同
）、 戸  
柏  
友  
貴  
乃 

と 

が
し 

ゆ 

き 

の

（
安
城
北
中
）、白
井

 
由  
華 （
同
）、横
山 
美 

ゆ 

か 

み

 
優 （
明
祥
中
）、澤
田

ゆ
 
奈  
 々（
同
）、鈴
木 
愛 

な 

な 

あ
い

 
良 （
同
）、石
川 
万  
由 

ら 

ま 

ゆ

 
子 （
安
城
西
中
）、梅

こ本 
和  
之 （
同
）、岩
井

か
ず 
ゆ
き

 
利  
奈 （
同
）、菅
谷 
眞 

り 

な 

し
ん

 
吾 （
同
）、 玉  
城  
佑  
茉 

ご 

た
ま 
し
ろ 

ゆ 

ま

問
い
合
わ
せ
▼
行
政
課

附柴清佳さんの作品山田正樹さんの作品外山達也さんの作品

作品数
内　　容

（対象中学校）
ところ
（公民館）

と　　き

１２安城北・東山・篠目北　部
１１月７日�
　～１３日�

１２安城南・安祥東　部

１６明祥・安城西・桜井二本木

１２安城北・東山・篠目作　野
１１月１４日�
　～２０日�

１２安城南・安祥安　祥

１６明祥・安城西・桜井西　部

１２安城北・東山・篠目中　部
１１月２１日�
　～２７日�

１２安城南・安祥昭　林

１６明祥・安城西・桜井南　部

１６明祥・安城西・桜井桜　井
１１月２８日�～
１２月４日�

広報あんじょう　2008.11.1 �

文
化
功
労
賞
ほ
か
各
賞
を
決
定

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
決
定

　

時
〜
午
後
４
時

１０●
と
こ
ろ　

市
役
所
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

★
全
国
一
斉「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化

週
間 
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�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


●
と
き
�
　

月　

日�
〜　

日�

１１

１７

２３

平
日�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

�
�
�
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

●
内
容
�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン（�
０
５
７
０〈　

〉　

）

０７０
８１０

●
問
い
合
わ
せ　

名
古
屋
法
務
局

人
権
擁
護
部
▼（�
　
〈　

〉８
１

０５２
９５２

１
１
）、市
民
課

★　

月　

日�
〜　

日�

１１

１２

２５

は「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」期
間

　
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
	

�
�
�
�
�
�

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
課

■
女
性
悩
み
ご
と
相
談

●
と
き　

毎
月
第
２
・
４�
午
前

★　

月
は
児
童
虐
待
防
止

１１
推
進
月
間 

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

平
成　

年
度
児
童
虐
待
防
止
推

２０

進
月
間
標
語

「
助
け
て
の　

小
さ
な
サ
イ
ン　

受
け
止
め
て
」

■
こ
ん
な
子
ど
も
を
発
見
し
た
ら
、

連
絡
を

・
不
自
然
な
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

・
着
衣
な
ど
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

・
表
情
が
乏
し
い

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な
る

・
お
ど
お
ど
し
て
い
る

・
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

■
子
育
て
中
の
あ
な
た
に

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

●
相
談（
通
報
）先　

市
役
所
社
会

福
祉
課
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
、
児
童
施
設
、
民
生
・
児

童
委
員
、
刈
谷
児
童
相
談
セ
ン
タ

ー（�
〈　

〉７
１
１
１
）

２２

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

広報あんじょう　2008.11.1�

そ
の
上
げ
た
手
を
下
ろ
し
ま
せ
ん
か
？

ス
ト
ッ
プ
！
Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待

女性に対する暴力の根絶
のためのシンボルマーク



■
給
食
調
理
員

●
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３９

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

５４

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２１

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１７

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
半
日
勤
務

の
臨
時
給
食
調
理
員
の
募
集
を
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
同
協
会
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
職
員 

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

■
事
務
職
員

●
採
用
予
定
人
数　

１
人

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

５３

日
以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
の
専
門
課
程
・
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人
ま
た
は
来
年
３
月
末
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
車
限
定

は
不
可
）を
有
す
る
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２１

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１７

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

●
申
し
込
み
�
　

月
４
日�
〜　

１１

１１

日�
（�
�
を
除
く
）午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
受
験
申
込
書
を
持
っ

て
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
４
１
５
）へ

７６

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２６

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１０

（
第
２
次
試
験
／
面
接
・
作
文
）

●
申
し
込
み　
　

月
１
日�
〜　

１１

１３

日�
（�
�
を
除
く
）午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
必
着
）に
、
受
験
申
込

書
を
持
参
・
郵
送
で
安
城
市
社
会

福
祉
協
議
会（
〒　

ー
０
０
４
６

４４６

赤
松
町
大
北　

番
地
４
／ �

７８

〈　

〉２
９
４
１
）へ

７７※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
協
議
会
で
配
布
。

■
一
般
職

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

５３

日
以
降
に
生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
来
年
３

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

■
一
般
職（
身
体
障
害
者
）

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

５３

日
以
降
に
生
ま
れ
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
自
力
で
の

通
勤
・
介
護
者
な
し
で
の
職
務
の

遂
行
が
で
き
、
社
会
福
祉
士
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
来
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

◎
市
職
員（
任
期
付
き
職
員
）

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
・

１２

１０

作
文
）

●
申
し
込
み
�
　

月
４
日�
〜　

１１

１１

日�
（�
�
を
除
く
）午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
受
験
申
込
書
を
持
っ

て
人
事
課
へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
課
で
配
布
。

※
採
用
期
間
は
、
１
年
ご
と
に
更

新
し
最
長
３
年
。

■
事
務
職

　
（
来
年
３
月
１
日
採
用
予
定
） 

●
採
用
予
定
人
数
�

２
人
程
度

●
受
験
資
格
�

昭
和　

年
４
月
２

３３

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５４

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
書
作

成
や
表
計
算
処
理
な
ど
）が
で
き

る
人

■
保
育
士
・
教
諭
職 

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

●
採
用
予
定
人
数　

９
人
程
度

●
受
験
資
格
�

昭
和　

年
４
月
２

３３

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

４９

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
両
方
を
持
ち
、
実
務
経
験
が
あ

る
人

◎
施
設
管
理
協
会
職
員 

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

●
申
し
込
み
�
　

月
４
日�
〜　

１１

１１

日�
（�
�
を
除
く
）午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
受
験
申
込
書
を
持
っ

て
施
設
管
理
協
会（�
〈　

〉２
３

７５

２
２
）へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
協
会
で
配
布
。

※
期
限
付
き
職
員
の
採
用
期
間
は
、

１
年
ご
と
に
更
新
し
最
長
５
年
。

■
幼
稚
園
・
保
育
園
用
務
員

　
（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３３

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

５４

普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
）

１２

１７

■
公
園
作
業
職
員

　
（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

２１

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

３３

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
車
限
定

は
不
可
）を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
）

１２

１７
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職
員
募
集

市
・
施
設
管
理
協
会
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会

朝夫が行く⑧�
ゆ�

　　

私
の
安
城
の
第
一
印
象
は
、

「
平
ら
で
木
が
少
な
い
な
あ
」で

し
た
。
確
か
に
、
駅
周
辺
の
市

街
地
を
抜
け
れ
ば
、
広
々
と
し

た
水
田
が
あ
り
ま
す
が
、「
森
」

は
あ
ま
り
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
東
京
都
港
区
青
山
で

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
大
都
会

の
ま
ん
中
で
し
た
が
、
家
の
近

く
の
明
治
神
宮
外
苑
の
広
い
森

が
遊
び
場
で
し
た
。
シ
イ
・
カ

シ
な
ど
の
照
葉
樹
木
を
主
体
に
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
も
あ
り
、

夏
休
み
の
早
朝
、
樹
液
の
出
て

い
る
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
歩

く
の
が
小
学
生
の
私
の
日
課
。

カ
ブ
ト
ム
シ
を
一
度
に
３
匹
見

つ
け
た
と
き
は
、
体
が
震
え
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
ほ
か
に

も
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
明
治
神
宮
の

森
が
、
実
は「
人
工
林
」だ
と
知

っ
た
の
は
、　

歳
に
な
っ
て
か

３０

ら
で
す
。
あ
る
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
、
大
正
５
年
か
ら
５
年
間

か
け
て
行
わ
れ
た
造
園
作
業
の

写
真
を
見
て
、「　

年
か
け
れ
ば
、

７０

あ
ん
な
森
が
造
れ
る
ん
だ
！
」

と
感
動
し
た
も
の
で
す
。

　
「
明
治
神
宮
ほ
ど
の
面
積
は

取
れ
な
く
て
も
、
１
㌶
く
ら
い

の『
都
市
の
森
』の
良
い
事
例
は

な
い
か
」と
専
門
家
の
知
人
に

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ほ
と
ん
ど
な

い
け
ど
、
東
京
に
は
２
つ
く
ら

い
」と
の
回
答
。
①
サ
ン
シ
テ

ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ

ン（
板
橋
区
）と
②
丸
池
公
園（
三

鷹
市
）を
紹
介
し
て
く
れ
た
の

で
、
早
速
見
学
し
て
来
ま
し
た
。

　

①
は
約
１
９
０
０
戸
の
マ
ン

シ
ョ
ン
群
の
中
央
に
あ
る
約
１

㌶
ほ
ど
の
森
。
周
辺
部
の
緑
地

を
含
め
、　

種
類
、
約
５
万
本

１３０

の
樹
木
が
あ
る
そ
う
で
す
。
昭

和　

年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
完
成
時

５５
に
は
ハ
ゲ
山
だ
っ
た
斜
面
が
、

　

年
か
け
て
素
晴
ら
し
い
森
に

３０育
っ
て
い
ま
す
。

　

②
は「
一
度
埋
め
立
て
ら
れ

た
、
た
め
池
の
風
景
を
取
り
戻

し
た
い
」と
い
う
地
域
住
民
の

熱
意
が
実
っ
て
再
生
さ
れ
た
公

園
。
水
の
流
れ
や
原
っ
ぱ
と
樹

木
が
巧
み
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

田
ん
ぼ
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
タ

イ
プ
は
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら

も
住
民
が
自
主
的
に
管
理
し
て

い
る
素
晴
ら
し
い「
森
」で
し
た
。

　

青
山
の
街
は
、
私
の
幼
少
期

に
比
べ
て
、驚
く
ほ
ど�
お
し
ゃ

れ�
な
街
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
う
な
っ
た
理
由
の
一
つ
に

「
明
治
神
宮
の
森
」が
あ
る
よ
う

に
、
私
は
思
い
ま
す
。
そ
ろ
そ

ろ「
森
が
都
市
の
価
値
を
高
め

る
」と
い
う
時
代
が
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫
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■
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
す
る
と

き
は

①
通
路
・
入
口
付
近
へ
の
駐
車
や

割
り
込
み
は
せ
ず
、
整
理
し
て

置
き
ま
し
ょ
う
。

②
場
内
に
係
員
が
い
る
と
き
は
指

示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
場
内
に
長
期
間
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
な
ど
は
移
動
・
撤
去
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
自
転
車
に
は
、
必
ず
防
犯
登
録

を
し
、
盗
難
防
止
の
た
め
、
駐

車
す
る
と
き
は
二
重
に
施
錠
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
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■
自
転
車
の
処
分
は
正
し
く
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処
分
の
依
頼�
清
掃
事
業
所（�

〈　

〉３
０
５
３
）

７６問
い
合
わ
せ
▼
維
持
管
理
課
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ため池ため池

水の流れ水の流れ 原っぱ原っぱ

田んぼ田んぼ

植樹する前植樹する前植樹して植樹して３０３０年後年後

都
市
の
森

　

月
は
放
置
自
転
車

１１ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間


